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近年､ 室内空気調節機器の普及とそれに関連 した省資

源､ 省エネルギー対策の1つと して住宅の気密度の向上

が計られ､ また断熱性や施工上の条件などから無機建材

や無機有機複合建材が木造住宅にも多用されだ して いる｡

それにと もなって､ 今ま,で考慮外とされてきた環境汚染

物質が問題になってきている｡ 本研究ではその一つであ

る､ ラド ン･ト ロ ン を取 り 上げた｡

本研究では､ 屋内ラドン濃度に関する基礎的な知見を

得て､ その住環境への影響及び屋内ラド ン濃度を低減さ

せるための技術的基礎を確立する目的で､ 以下のよ うな

研究を行っ た｡

1. ラド ン散逸量測定のための測定法の確立と改良､ 近

年木造住宅において多量に使用される無機建材から

のラドン散逸量の定量的把握｡

2.木造建造物内ラドン濃度と､鉄筋コンクリ ート(以

下､ R C造)建造物内ラドン濃度との比較｡

3. 木造住宅における気密性能の測定方法の確立とその

評価｡

4.木造住宅内でのラドン濃度分布とそれに関連する住

環境因子の把握､ ラドンの散逸過程の分析｡

5. 木造住宅内ラド ン濃度の低減方法の検討｡

6. 木材･によるラド ン拡散阻止能の評価｡

屋内ラドン濃度の測定は､固体飛跡検出器の硝酸セル

ロースフ イルム(以下C Nフイルム)･を使用 したカップ

法と静電捕集法を用いた｡ これらの測定器を屋内に設置

し､ フイルムを60日ごと･に交換し屋内ラドン濃度の通年

測定を行っ た｡

また､ 屋内ラ●ドン濃度を高く している要因と考えられ
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る建材か らの･ラド ン散逸量の測定は､ 容積1400cm3のデ

シケ一夕 内に150g の建材試料とカ ップモニターを入れ

て､ ラド ン濃度及びラド ン散逸量の測定を した｡

屋内ラド ン濃度は､ 屋内空気の換気と密接に関係する

こ とから､ 建造物の気密性能を評価 し､ 比較するこ とが

必要であ る｡ そ こで､ 建造物の気密性能を評価する方･法

を確立するために､ 自然換気率である換気回数 と建物の

隙間の面積を表す 有効開口面積について 比較･検討を

行っ た｡

木材に よ る 建材か らの ラド ン拡散阻止能の測定には､

カ ップ型モニタ､ 静電式積分型モニタ及びシ ンチレーシ

ョ ンセル を使用 し､ デシケ一夕 内で行っ た｡ デシケ一夕

内にはラド ン源を入れ､ ラド ンが木材試料を通る前と後

のラド ン濃度をそれぞれ検出 し､ それか らラド ン低減率

及び木材中のラド ン拡散係数を算出 した｡

以上の方法での測定によ り､ 次のよう な結論を得た｡

1. 木質系建材と比較する と､ 無機建材はいずれも ラド

ン散逸量が多く､ 特に副産セッ コ ウ にはラド ン散逸量が

極端に多いものがあった｡ これら無機建材が屋内のラド

ン濃度を高 く して い る｡

2. 木造建造物内と R C造建造物内のラド ン濃度の通年

測定の結果､ 木造建造物内ラド ン濃度に比べR C造建造

物内ラド ン濃度はいずれも高い｡ ラド ン濃度は､ 住宅で

1.5倍､ 校舎内では5 倍であっ た｡

こ のよ う な実験結果･か ら､ R C造建造物内のラド ン濃

度が高いのは､ 無機建材､ 特にコ ンクリ ート
か らのラ ト

ン散逸が原因である と いえる｡ ま た､ R C造の事務.室や

実験室では一般に､ 非常に高いラド ン濃度を示すと ころ

が多 く､ 木造住宅に比べ､ R C造図書館では 2～100 倍､

R C造実験室では 2～10倍もの高い濃度であ っ た｡ これ
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ら R C造建造物 には無機建材が多用 されて い る ばか り で

な く､ 木造建造物に比べて換気回数が少ないためラド ン

が滞留する結果このよ う な高い濃度になって い る｡

3. 建造物の気密性能は屋内ラド ン濃度に大き く影響す

る｡ 気密性能を正 し く 評価するために､ 有効開口面積及

び換気回数の両者を実測､ 比較･検討した結果､ 誤差と

なる因子が少ない前者が適切である こ と を明 らかに した｡

有効開口面積と換気回数では､ 前者が屋内外温度差や

隙間の位置に依.存せず､ 安定した比較測定ができる｡

4. 木造住宅では全体的に床下→1階→2階と上にい く に

つれてラド ン濃度が低 く なってお り､ 最大のラドン発生

源が床下の土壌であるこ と を明らかに した｡ ま た､ 屋内

ラド ン濃度の変動が1年の周期をもつこ と を実験的に検

証 し た｡

外気の気温･湿度が低い冬期に､ 床下のラド ン濃度は

減少 し､ 逆に気温･湿度が高い夏期に上昇した｡ こ れら

のこ とは､2年以上にわた る連続測定によ って確証さ れた｡

モデル実験から､ 建材･土壌などから ラド ンが散逸す

るメ カニズム を推測 した｡ すなわち､ 各種建材及び土壌

試料から の放出水分量が増加する につれて､ そ れか らの

ラド ン散逸畳も増加する こ と を確認 した｡ ま た､ 温度上

昇が水分放出を助長 し､ ラド ン散逸量を増加さ せて いる

こ と も定量的に把握 した｡ 以上のこ とか ら､ 屋内ラドン

濃度の年変動は､ 水分蒸発量と密接に開陳する こ とが明

らか にな っ た｡

5. 床下土壌を防湿･被覆する こ と によ って､ 住宅内ラ

ド ン濃度の低減が可能であ る こ と を検証 した｡

住宅でのラド ンの最大の発生源である床下土壌を､ コ

ンクリ ート や防湿シート な どで覆っ てあ る住宅の床下ラ

ドン濃度は､ 床下土壌を覆って いない住宅のそれに比べ
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1/2 以上低 く な る｡

ま た床下の換気口 を適切 に配置する こ と に よ って､ 床

下ラド ン濃度の低減が可能である こ と を､ 実際の測定を

も と に明 ら か に した｡

6. 木質材料で建材を被覆する こ と によ り､ 屋内環境中

の放射能の遮蔽･低減が可能であ る こ と を確認 した｡ ま

た､ その低減率及び拡散係数を定量的に示 した｡

ラド ン低減率は､ 木材の厚さが10mm程度で､ 90%以上

であ った｡ ま た､木材中のラド ン拡散係数は厚さ1～11m皿

で 0.75～2.96×10~5(cm2/sec)であっ た｡ こ の値を他

の材料と比較 した場合､ 木材がラ ドンの拡散を阻止する

機能を十分 に果たす材料であ る こ とがわかる｡
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